様式第２号


地域別景観形成ガイドラインのチェックリスト（１　自然・田園系地域）

◆共通ガイドライン（行為の基準：１～６）　　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	１
	建築物と緑をセットとして施設計画を図る
	３６
	
	
	

	２
	地域の特性を活かし，周辺の景観と調和するよう配慮する
	３７
	
	
	

	３
	境界領域(セミパブリック)では豊かな表情を形成する
	３８
	
	
	

	４
	柏らしい色彩景観を形成する
	３９
	
	
	

	５
	工作物を設置する場合は，周辺の景観を損ねないよう配慮やデザインなどに配慮する
	４３
	
	
	

	６
	屋外で土石，廃棄物等を堆積する場合は，周辺の環境との調和を図る
	４４
	
	
	


◆地域ごとのガイドライン（１　自然・田園系地域）　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	①　地形や自然条件により形成された空間の基本構成を大切にする（行為の基準：１～３）

	１
	自然・田園空間の基本的な構成を尊重し，協調する
	５０
	
	
	

	２
	斜面緑地等，地域の緑の連なりを構成している緑地や樹木の保全に努める
	５０
	
	
	

	３
	周囲の自然環境になじむデザインや色彩により，良好な空間を創り出す
	５１
	
	
	

	②　美しい集落景観の維持と歴史的資源を活かした景観づくり（行為の基準：１～４）

	１
	昔ながらの敷地利用を大切にする敷地利用
	５２
	
	
	

	２
	集落のまち並み（特に敷き際や，建物の素材，色彩など）の連続感を維持する
	５３
	
	
	

	３
	周辺の歴史資源を尊重し，建築物の配置や形態を工夫する
	５３
	
	
	

	４
	歴史的資源を地域の記憶として継承する
	５３
	
	
	

	③　個から始める景観づくり（行為の基準：１～４）

	１
	昔ながらの素材を積極的に活用し，周辺との連続性に配慮する
	５４
	
	
	

	２
	周辺と調和した落ち着いた色彩とする
	５５
	
	
	

	３
	資材置場等は自然・田園景観になじむようにしつらえを工夫する
	５６
	
	
	

	４
	店舗や，夜間照明，サイン・オブジェ等の要素は，自然・田園景観を損ねない落ち着いたデザインとする
	５６
	
	
	

	５
	建物やその周辺を美しく保つ
	５７
	
	
	

	６
	良好な維持管理を持続するための仕組みづくりを行う
	５７
	
	
	


◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


地域別景観形成ガイドラインのチェックリスト（２　住宅系地域）
◆共通ガイドライン（行為の基準：１～６）　　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	１
	建築物と緑をセットとして施設計画を図る
	３６
	
	
	

	２
	地域の特性を活かし，周辺の景観と調和するよう配慮する
	３７
	
	
	

	３
	境界領域(セミパブリック)では豊かな表情を形成する
	３８
	
	
	

	４
	柏らしい色彩景観を形成する
	３９
	
	
	

	５
	工作物を設置する場合は，周辺の景観を損ねないよう配慮やデザインなどに配慮する
	４３
	
	
	

	６
	屋外で土石，廃棄物等を堆積する場合は，周辺の環境との調和を図る
	４４
	
	
	


◆地域ごとのガイドライン（２　住宅系地域）　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	①　緑豊かな住宅地景観づくり（行為の基準：１～４）

	１
	地域を縁どる緑のまとまりや連なりを構成している緑地や樹木の保全に努める
	６２
	
	
	

	２
	緑を創出し，つないでいく
	６２
	
	
	

	３
	切土や盛土など土地形状を変更する場合は，周辺への圧迫感を軽減するよう，高さや構造等を工夫する
	６３
	
	
	

	４
	地域のイメージを高める，多様なスケールと彩りのある植栽空間を構成する
	６４
	
	
	

	②　地区の景観や生活環境の質を高めるまち並みづくり（行為の基準：１～３）

	１
	魅力的な住宅地の骨格・シンボルをつくる
	６６
	
	
	

	２
	周辺の住宅地景観への気遣いの感じられる境界部のデザイン
	６７
	
	
	

	３
	景観に落ち着きを与えるまち並みデザインとする
	６７
	
	
	

	③　個から地域に拡げていく住まいづくり（行為の基準：１～７）

	１
	通りや近隣に対してゆとりある配置とする
	６８
	
	
	

	２
	エントランスは通りに表情を与えるようなデザインとする
	６９
	
	
	

	３
	景観に落ち着きを与える建物デザインとする
	６９
	
	
	

	４
	壁面に表情をもたせる
	６９
	
	
	

	５
	周辺と調和した落ち着いた色彩とする
	７０
	
	
	

	６
	屋上やベランダ，敷地内の設備類，立ち上がりのある工作物を修景する
	７２
	
	
	

	７
	店舗や，夜間照明，また，サイン・オブジェ等の要素は住宅地景観と調和した落ち着いたデザインとする
	７３
	
	
	

	８
	緑や花など日常的な美しさを演出する
	７３
	
	
	


◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


地域別景観形成ガイドラインのチェックリスト（３　商業系地域）

◆共通ガイドライン（行為の基準：１～６）　　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	１
	建築物と緑をセットとして施設計画を図る
	３６
	
	
	

	２
	地域の特性を活かし，周辺の景観と調和するよう配慮する
	３７
	
	
	

	３
	境界領域(セミパブリック)では豊かな表情を形成する
	３８
	
	
	

	４
	柏らしい色彩景観を形成する
	３９
	
	
	

	５
	工作物を設置する場合は，周辺の景観を損ねないよう配慮やデザインなどに配慮する
	４３
	
	
	

	６
	屋外で土石，廃棄物等を堆積する場合は，周辺の環境との調和を図る
	４４
	
	
	


◆地域ごとのガイドライン（３　商業系地域）　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	①　柏市の顔にふさわしい商業地の景観づくり（行為の基準：１～２）

	１
	柏市の顔にふさわしく，個性の中にも秩序ある商業地景観を創出する
	７８
	
	
	

	２
	豊かな歩行者空間を形成する
	７９
	
	
	

	②　駅前ごとの個性に応じた魅力ある景観づくり（行為の基準：１～２）

	１
	表情豊かな商店街の景観を形成する
	８０
	
	
	

	２
	周辺の住宅地景観への気遣いが感じられるデザインとする
	８１
	
	
	

	③　魅力ある店構え・店先をまち並みへと拡げていく景観づくり（行為の基準：１～７）

	１
	店先にゆとりのスペースを創出する敷地計画
	８２
	
	
	

	２
	前面空地は通りに対してうるおいの感じられるしつらえとする
	８３
	
	
	

	３
	建物の低層部は開放感や楽しさを演出する
	８３
	
	
	

	４
	建物の壁面（特に中高層部）は落ち着いたデザインとする
	８４
	
	
	

	５
	街角を意識したデザインとする
	８４
	
	
	

	６
	設備類やゴミ置き場を修景する
	８５
	
	
	

	７
	まち並みに配慮した色彩とする
	８６
	
	
	

	８
	建物や店先，通りを美しく維持する
	８８
	
	
	


◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


地域別景観形成ガイドラインのチェックリスト（４　沿道系地域）

◆共通ガイドライン（行為の基準：１～６）　　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	１
	建築物と緑をセットとして施設計画を図る
	３６
	
	
	

	２
	地域の特性を活かし，周辺の景観と調和するよう配慮する
	３７
	
	
	

	３
	境界領域(セミパブリック)では豊かな表情を形成する
	３８
	
	
	

	４
	柏らしい色彩景観を形成する
	３９
	
	
	

	５
	工作物を設置する場合は，周辺の景観を損ねないよう配慮やデザインなどに配慮する
	４３
	
	
	

	６
	屋外で土石，廃棄物等を堆積する場合は，周辺の環境との調和を図る
	４４
	
	
	


◆地域ごとのガイドライン（４　沿道系地域）　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	①　周辺の住宅や緑などになじむ沿道の景観づくり（行為の基準：１～３）

	１
	周辺の住宅地景観にも気を遣い，異なる用途が隣り合う境界部では特に調和を図る
	９２
	
	
	

	２
	サイン，夜間照明，オブジェ等の演出要素は，景観を損ねないよう配慮する
	９３
	
	
	

	３
	まち並みに配慮した色彩とする
	９５
	
	
	

	②　通りからの見え方に配慮した沿道の景観づくり（行為の基準：１～２）

	１
	通りからの見え方を意識し，植栽等で修景を図る
	９６
	
	
	

	２
	季節感のある緑や雰囲気のある素材により，潤いある沿道景観を形成する
	９７
	
	
	

	③　デザインの工夫による沿道景観の魅力づくり（行為の基準：１～３）

	１
	シンプルで一体的な施設デザインとする
	９８
	
	
	

	２
	さりげない個性の演出により優れた沿道景観を形成する
	９９
	
	
	

	３
	設備などを通りから見て目立たないようにする
	９９
	
	
	


◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


地域別景観形成ガイドラインのチェックリスト（５　工業系地域）

◆共通ガイドライン（行為の基準：１～６）　　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	１
	建築物と緑をセットとして施設計画を図る
	３６
	
	
	

	２
	地域の特性を活かし，周辺の景観と調和するよう配慮する
	３７
	
	
	

	３
	境界領域(セミパブリック)では豊かな表情を形成する
	３８
	
	
	

	４
	柏らしい色彩景観を形成する
	３９
	
	
	

	５
	工作物を設置する場合は，周辺の景観を損ねないよう配慮やデザインなどに配慮する
	４３
	
	
	

	６
	屋外で土石，廃棄物等を堆積する場合は，周辺の環境との調和を図る
	４４
	
	
	


◆地域ごとのガイドライン（５　工業系地域）　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	①　周辺環境に配慮し，快適な工業景観づくり（行為の基準：１～２）

	１
	快適で魅力的な工業地景観を形成する
	１０４
	
	
	

	２
	周辺の住宅地や商業地，自然・田園景観に配慮する
	１０５
	
	
	

	②　通りから見える景観に配慮する（行為の基準：１～３）

	１
	通りに面するところでは，オープンスペースを設けるなどの工夫により圧迫感を和らげる
	１０６
	
	
	

	２
	通りの景観のポイントとなるよう，エントランスやコーナーをデザインする
	１０７
	
	
	

	３
	駐車場や出入り口を修景する
	１０７
	
	
	

	③　親しみを持てる工場・倉庫の景観づくり（行為の基準：１～５）

	１
	親しみやすい施設デザインの工夫をする
	１０８
	
	
	

	２
	落ち着いた色彩や素材を用いて建築物等の表情をつくる
	１０９
	
	
	

	３
	屋外設備等は，配置や修景を工夫する
	１１０
	
	
	

	４
	工場付属施設の配置やデザインを工夫する
	１１０
	
	
	

	５
	周辺と調和した落ち着いた色彩とする
	１１１
	
	
	


◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


地域別景観形成ガイドラインのチェックリスト（６　新市街地系地域）

◆共通ガイドライン（行為の基準：１～６）　　　　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	１
	建築物と緑をセットとして施設計画を図る
	３６
	
	
	

	２
	地域の特性を活かし，周辺の景観と調和するよう配慮する
	３７
	
	
	

	３
	境界領域(セミパブリック)では豊かな表情を形成する
	３８
	
	
	

	４
	柏らしい色彩景観を形成する
	３９
	
	
	

	５
	工作物を設置する場合は，周辺の景観を損ねないよう配慮やデザインなどに配慮する
	４３
	
	
	

	６
	屋外で土石，廃棄物等を堆積する場合は，周辺の環境との調和を図る
	４４
	
	
	


◆地域ごとのガイドライン（６　新市街地系地域）　　　　　※の欄は記入しないでください。
	項　　目
	頁
	具体的な計画内容
	チェック
	確認※

	①　新市街地系地域の魅力的な景観づくりに資するデザイン

	１
	周辺の地域性や環境と調和した，新たな景観づくり
	１１４
	
	
	

	２
	周辺地域との連携に配慮したネットワークづくり
	１１４
	
	
	

	３
	地域の拠点にふさわしい駅前の景観づくり
	１１４
	
	
	

	②　都市型住宅における景観づくり

	１１６～１２１頁の事例の考え方に適合する内容や配慮した事項
	


◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


豊四季台重点地区景観形成基準のチェックリスト

◆チェックリスト（１／２）

	項　　　　目
	頁
	チェック
	実施事項（届出者記入）

	建築物等の部分の高さ制限および壁面の位置の制限
	・最高高さ≦45m
	5,13
	
	

	
	・高さの抑制と統一
	6～10
	
	

	
	＜中央通り＞

・高さ≦8m       の部分：壁面後退≧2m  (公共空間)

・8m＜高さ≦20m の部分：壁面後退≧4m

・20m＜高さ　　　の部分：壁面後退≧15m
	6
	
	

	
	＜県道柏流山線＞

・高さ≦8m       の部分：壁面後退≧2m  (公共空間)

・8m＜高さ≦25m の部分：壁面後退≧4m

・25m＜高さ　　　の部分：壁面後退≧15m
	7
	
	

	
	＜柏駅西口線＞

・高さ≦8m       の部分：壁面後退≧2m  (緑化空間)

・8m＜高さ≦25m の部分：壁面後退≧5m

・25m＜高さ　　　の部分：壁面後退≧15m
	8
	
	

	
	＜吉野沢高野台線（柏駅西口線～中央通り）＞

・高さ≦8m       の部分：壁面後退≧2m  (緑化空間)

・8m＜高さ≦25m の部分：壁面後退≧5m

・25m＜高さ　　　の部分：壁面後退≧15m
	9
	
	

	
	＜吉野沢高野台線（中央通り～南西方面）＞

・高さ≦8m       の部分：壁面後退≧2m  (緑化空間)

・8m＜高さ≦20m の部分：壁面後退≧5m

・20m＜高さ　　　の部分：壁面後退≧15m
	10
	
	

	建築物等の形態又は意匠の制限
	・景観計画の色彩基準に適合

・おすすめの色彩を使用
	15

16
	
	

	四季の道
	・植栽空間≧2m

・歩行者通路幅員≧2mを確保
	11
	
	

	
	・フェンス等の工作物は景観に配慮する
	11
	
	

	
	・既存の緑を生かす

・四季を感じる樹種の配置
	11
	
	

	ノード・

ゲート
	・歩行動線の交差部に安全なたまり空間を設ける
	12
	
	

	ゲート
	・アイストップ（樹木，建物）の配置，デザイン

・緑･ストリートファニチャーを活かした街角広場の整備
	12
	
	


　※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。

豊四季台重点地区景観形成基準のチェックリスト

◆チェックリスト（２／２）

	項　　　　目
	頁
	チェック
	実施事項（届出者記入）

	建物

ボリューム
	・長大な建物とならないよう配慮する。

・建築物長≦70m

・高さ＞25mの部分：建築物長≦40m
	13
	
	

	
	・壁面形状や色彩等による分節化，圧迫感軽減

・近接による圧迫感，ビル風に配慮

・適切な隣棟間隔を確保
	13
	
	

	公園・

オープンスペース
	・既存樹の保全，移植，植替えによる緑の拡充

・四季を感じる樹種の選定
	14
	
	

	
	・環境にやさしい素材の活用

・既存資源の活用
	14
	
	

	
	・公園，オープンスペース，建築物等の相隣関係に配慮
	14
	
	

	舗装
	・通りの統一感に配慮
	17
	
	

	
	・歩道との連続性に配慮

・バリアフリー化に努める
	17
	
	

	照明
	・夜間の景観演出や防犯性向上に配慮
	18
	
	

	
	・過度な照明を避け，周辺住宅に配慮
	18
	
	

	駐車場・

駐輪場
	・目立ちにくい配置とする
	19
	
	

	
	・デザインや緑化による修景
	19
	
	

	
	・ヘッドライト等の周辺住宅への配慮
	19
	
	

	ゴミ置場
	・目立ちにくい配置とする

・デザインや緑化による修景
	20
	
	

	土留め・

擁壁等
	・歩行者の圧迫感の軽減に配慮

・壁面の仕上や，デザインの工夫
	21
	
	


　※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。

◆その他

	景観形成のために特に配慮した事項
	


（柏の葉２号調整池周辺）重点地区チェックリスト（１　建築物）

◆チェックリスト（１／２）

※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。
	チェック項目
	頁
	チェック
	実施事項（届出者記入）

	空間形成
	沿道の壁面等の位置
	壁面等の後退※
	４
	
	

	敷　地　利　用
	①「緑のネットワーク」の形成
	緑化率※， 地上部の緑化を優先
	５
	
	

	
	
	＜池隣接区域＞

水辺環境を生かした交流空間の創出
	５
	
	

	
	
	＜地区内回遊通路沿い＞（壁面後退部）

・歩道と一体となった空間の確保，緑の連続性

・高木主体の緑化，アメニティの高い歩行空間
	５
	
	

	
	
	
	５
	
	

	
	②敷地内通路等の確保
	回遊通路の確保
	６
	
	

	
	
	広場若しくはコーナーのしつらえ
	６
	
	

	
	
	敷地内通路の確保
	６
	
	

	
	
	賑わい施設の配置，水や緑での演出
	６
	
	

	
	
	＜池隣接区域＞

外周道路に自動車の出入り口を設けない
	６
	
	

	
	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，北連絡線，国道16号線沿道＞

主要結節点に相応しい設え
	６
	
	

	
	③歩道との調和
	歩道状空地と歩道との一体感
	７
	
	

	
	
	バリアフリー化
	７
	
	

	
	
	＜地区内回遊路沿い＞

・壁面後退部分の開放空間への配慮

・歩道と一体となった活動的な空間形成
	７
	
	

	
	
	
	７
	
	

	
	④区画形質の変更
	＜増改築，建替え，敷地利用の変更＞

　既存樹木の保全や代替緑化
	８
	
	

	建　築　物　等
	①建築ファサード

（共通基準）
	街並みの連続性やリズム感。スカイライン，壁面線，色彩，素材等の協調
	９
	
	

	
	
	圧迫感の少ない形態となるようなデザインの変化
	９
	
	

	
	
	棟見付幅※，回遊性の向上
	９
	
	

	
	
	コーナー部分の意匠の工夫
	９
	
	

	
	
	低層部のシャッターはショーウィンドウの内側かシースルー
	９
	
	


◆チェックリスト（２／２）

※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。
	建　築　物　等
	①建築ファサード

（区域・通りごとの基準）
	＜池隣接区域＞

・外周道路沿いの賑わい，開放感の演出

・通りを表とした店舗のしつらえ
	11
	
	

	
	
	
	11
	
	

	
	
	＜地区内回遊路沿い＞　

・１階部分への賑わい施設
・壁面線率※，賑わいの連続性の創出
	11
	
	

	
	
	
	11
	
	

	
	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，北連絡線沿道＞

・建物の裏を向けた計画としない

・１階部分への賑わい施設，構成
	11
	
	

	
	
	
	11
	
	

	
	⑥色彩
	基調色，アクセントカラー※
	12
	
	

	
	⑦外壁に付帯する設備
	目立たない位置への配管，デザインの工夫
	13
	
	

	
	⑧洗濯物・空調室外機等
	設備の取り付け位置の工夫
	13
	
	

	
	⑨外階段・外廊下
	建築物と一体化したデザイン
	13
	
	

	
	⑩付帯する照明
	道路及び鉄道からの見え方，デザイン
	13
	
	

	
	⑪屋上のデザイン
	低層部の屋上の緑化
	14
	
	

	
	⑫屋上設備の修景
	通りから見えない配置やデザイン
	14
	
	

	
	⑬その他
	電線類地中化に対応した設備計画
	14
	
	

	駐　車　場
	目立たない配慮，出入り口の集約化，緑化等
	15
	
	

	
	立体駐車場・立体駐輪場のデザイン，緑化等による修景
	15
	
	

	
	＜池隣接区域＞

駐車場や駐車場出入口は設けない
	15
	
	

	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，北連絡線沿道＞
駐車場の配置，出入口は最小限
	15
	
	

	そ　の　他
	相談・協議
	構想・計画段階からの景観整備機構との相談・協議
	31
	
	

	
	デザインガイドライン
	デザインガイドラインの作成
	31
	
	

	
	壁面後退部分
	街並みを引き立てる色彩やデザイン
	32
	
	

	
	維持管理
	素材にあわせた適正な維持管理
	32
	
	

	
	更地の管理
	着手までの適正な管理
	33
	
	

	
	仮囲い
	安全管理，期待や親しみ与えるもの
	33
	
	


（柏の葉２号調整池周辺）重点地区チェックリスト（２　工作物等）

◆チェックリスト（１／２）　　　　　※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。

	チェック項目
	頁
	チェック
	実施事項（届出者記入）

	敷　地　利　用
	①「緑のネットワーク」の形成
	緑化率※，地上部の緑化を優先
	５
	
	

	
	
	＜池隣接区域＞

水辺環境を生かした交流空間の創出
	５
	
	

	
	
	＜地区内回遊通路沿い＞（壁面後退部）

・歩道と一体となった空間の確保，緑の連続性

・高木主体の緑化，アメニティの高い歩行空間
	５
	
	

	
	
	
	５
	
	

	
	②敷地内通路等の確保
	回遊通路の確保
	６
	
	

	
	
	広場若しくはコーナーのしつらえ
	６
	
	

	
	
	敷地内通路の確保
	６
	
	

	
	
	賑わい施設の配置，水や緑での演出
	６
	
	

	
	
	＜池隣接区域＞

外周道路に自動車の出入り口を設けない
	６
	
	

	
	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，北連絡線，国道16号線沿道＞

主要結節点に相応しい設え
	６
	
	

	
	③歩道との調和
	歩道状空地と歩道との一体感
	７
	
	

	
	
	バリアフリー化
	７
	
	

	
	
	＜地区内回遊路沿い＞

・壁面後退部分の開放空間への配慮

・歩道と一体となった活動的な空間形成
	７
	
	

	
	
	
	７
	
	

	
	④区画形質の変更
	＜増改築，建替え，敷地利用の変更＞

既存樹木の保全や代替緑化
	８
	
	

	工　作　物
	①共通基準
	通りから見えないような周囲の緑化や本体デザインの工夫
	16
	
	

	
	
	＜壁面後退部分＞

道路空間のデザインとの調和
	16
	
	

	
	②ゴミ置場
	配置や緑化，建築物との一体化などの修景
	16
	
	

	
	③照明
	安心して歩行でき，賑わいや落ち着いた雰囲気の演出，周辺に光害を生じさせない
	17
	
	

	
	④擁壁
	緑を活かした法面又は石積み
	17
	
	

	
	
	壁面の仕上げや緑化による自然になじむコンクリート擁壁
	17
	
	

	
	⑤自動販売機
	デザインの工夫
	18
	
	

	
	
	＜池隣接区域＞

壁面後退部分には設置を避ける
	18
	
	

	
	⑥電線類，電柱
	＜池隣接区域＞　設置位置に配慮
	18
	
	


◆チェックリスト（２／２）

	そ　の　他
	相談・協議
	構想・計画段階からの景観整備機構との相談・協議
	31
	
	

	
	デザインガイドライン
	デザインガイドラインの作成
	31
	
	

	
	壁面後退部分
	街並みを引き立てる色彩やデザイン
	32
	
	

	
	維持管理
	素材にあわせた適正な維持管理
	32
	
	

	
	更地の管理
	着手までの適正な管理
	33
	
	

	
	仮囲い
	安全管理，期待や親しみ与えるもの
	33
	
	


（柏の葉キャンパス駅周辺）重点地区チェックリスト（１　建築物）
◆チェックリスト（１／２）

※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。
	チェック項目
	頁
	チェック
	実施事項（届出者記入）

	空間形成
	沿道の壁面等

の位置
	壁面等の後退※
	５～７
	
	

	敷　地　利　用
	①「緑のネットワーク」の形成
	＜東口駅前線沿道及び西口駅前線沿道＞

　歩行者空間の緑化
	８
	
	

	
	
	＜西口駅前線沿道＞壁面後退部分の並木
	８
	
	

	
	
	＜北連絡線沿道＞（西B街区，西C街区）

　壁面後退部分の並木，開放された空間
	８
	
	

	
	
	＜緑園の道沿い＞（南Ａ街区）
　壁面後退部分等の緑化，高木主体の緑化
	８
	
	

	
	
	＜東C街区，南Ａ街区＞緑化率の確保※
	９
	
	

	
	②敷地内通路等の確保
	敷地内通路又は施設内通路の確保
	10
	
	

	
	
	街区のコーナー，結節点，広場若しくはコーナーのしつらえ
	10
	
	

	
	
	賑わい施設の配置，水や緑での演出
	10
	
	

	
	
	＜緑園の道沿い＞

ゲート性を特徴づける意匠
	11
	
	

	
	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，北連絡線，南連絡線沿道＞主要結節点に相応しいしつらえ
	11
	
	

	
	
	＜東A街区，西B街区，西C街区＞

　敷地内通路の幅員確保※
	11
	
	

	
	③歩道との調和
	歩道状空地と歩道との一体感
	12
	
	

	
	
	バリアフリー化
	12
	
	

	
	
	＜東口駅前線沿道及び西口駅前線沿道＞

　壁面後退部分の開放感
	12
	
	

	
	④区画形質の変更
	既存樹木の保全や代替緑化
	13
	
	

	建　築　物　等
	①建築ファサード

（共通基準）
	街並みの連続性やリズム感。スカイライン，壁面線，色彩，素材等の協調
	14
	
	

	
	
	中高層部分の外壁は，圧迫感の少ない形態となるようなデザインの変化
	14
	
	

	
	
	コーナー部分の意匠の工夫
	14
	
	

	
	
	「環境と健康」にふさわしい素材や意匠
	14
	
	

	
	
	低層部のシャッターはショーウィンドウの内側かシースルー
	14
	
	


◆チェックリスト（２／２）

※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。
	建　築　物　等
	②建築ファサード

（通りごとの基準）
	＜東口駅前線沿道及び西口駅前線沿道＞

　開放感の演出
	16
	
	

	
	
	＜西口駅前線沿道＞　

・通りを表とした店舗のしつらえ

・壁面線率※
	16
	
	

	
	
	
	16
	
	

	
	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，南連絡線，緑園の道沿道＞（東C街区，南A街区）
・建物の裏を向けた計画としない

・壁面後退部分の連続性

・１階部分への賑わい施設と演出
	16
	
	

	
	
	
	16
	
	

	
	
	
	16
	
	

	
	③建築ファサード

（街区ごとの基準）
	＜東C街区＞

アイストップを意識した意匠
	17
	
	

	
	
	＜東C街区，南A街区＞

分節による三層構成，棟見付幅※
	17
	
	

	
	④高架下施設
	東西駅前広場の連続した空間，出入り可能なデザイン
	18
	
	

	
	⑤色彩
	基調色，アクセントカラー※
	19
	
	

	
	⑥外壁に付帯する設備
	目立たない位置への配管，デザインの工夫
	20
	
	

	
	⑦洗濯物，空調室外機等
	設備の取り付け位置の工夫
	20
	
	

	
	⑧外階段等
	建築物と一体化したデザイン
	20
	
	

	
	⑨付帯する照明
	道路及び鉄道からの見え方，デザイン
	20
	
	

	
	⑩屋上のデザイン
	低層部の屋上の緑化
	21
	
	

	
	
	屋上設備は通りから見えない工夫
	21
	
	

	
	⑪その他
	電線類地中化に対応した設備計画
	21
	
	

	駐　車　場
	目立たない配慮，出入り口の緑化，集約化等
	22
	
	

	
	立体駐車場・立体駐輪場のデザイン，緑化等による修景
	22
	
	

	
	＜西口駅前線沿道＞＜緑園の道沿い（南A街区）＞

出入り口は設けない
	22
	
	

	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，南連絡線沿道＞（東C街区，南A街区）

駐車場の配置，出入口は最小限
	22
	
	

	そ　の　他
	相談・協議
	構想・計画段階からの景観整備機構との相談・協議
	35
	
	

	
	デザインガイドライン
	デザインガイドラインの作成
	35
	
	

	
	壁面後退部分
	街並みを引き立てる色彩やデザイン
	36
	
	

	
	維持管理
	素材にあわせた適正な維持管理
	36
	
	

	
	更地の管理
	着手までの適正な管理
	37
	
	

	
	仮囲い
	安全管理，期待や親しみ与えるもの
	37
	
	


（柏の葉キャンパス駅周辺）重点地区チェックリスト（２　工作物等）

◆チェックリスト（１／２）　　　　　※　添付図面内に表示（数値等記入）してください。
	チェック項目
	頁
	チェック
	実施事項（届出者記入）

	敷　地　利　用
	①「緑のネットワーク」の形成
	＜東口駅前線沿道及び西口駅前線沿道＞

　歩行者空間の緑化
	８
	
	

	
	
	＜西口駅前線沿道＞壁面後退部分の並木
	８
	
	

	
	
	＜北連絡線沿道＞（西B街区，西C街区）
　壁面後退部分の並木，開放された空間
	８
	
	

	
	
	＜緑園の道沿い＞（南Ａ街区）
　壁面後退部分等の緑化，高木主体の緑化
	８
	
	

	
	
	＜東C街区，南Ａ街区＞緑化率の確保※
	９
	
	

	
	②敷地内通路等の確保
	敷地内通路又は施設内通路の確保
	10
	
	

	
	
	街区のコーナー，結節点，広場若しくはコーナーのしつらえ
	10
	
	

	
	
	賑わい施設の配置，水や緑での演出
	10
	
	

	
	
	＜緑園の道沿い＞

ゲート性を特徴づける意匠
	11
	
	

	
	
	＜高田若柴線，十余二船戸線，北連絡線，南連絡線沿道＞主要結節点に相応しいしつらえ
	11
	
	

	
	
	＜東A街区，西B街区，西C街区＞

敷地内通路の幅員確保※
	11
	
	

	
	③歩道との調和
	歩道状空地と歩道との一体感
	12
	
	

	
	
	バリアフリー化
	12
	
	

	
	
	＜東口駅前線沿道及び西口駅前線沿道＞

　壁面後退部分の開放感
	12
	
	

	
	④区画形質の変更
	＜増改築，建替え，敷地利用の変更＞

　既存樹木の保全や代替緑化
	13
	
	

	工　作　物
	①共通基準
	通りから見えないような周囲の緑化や本体デザインの工夫
	23
	
	

	
	
	＜壁面後退部分＞

道路空間のデザインとの調和
	23
	
	

	
	②ゴミ置場
	配置や緑化，建築物との一体化などの修景
	24
	
	

	
	③照明
	安心して歩行でき，賑わいや落ち着いた雰囲気の演出，周辺に光害を生じさせない
	24
	
	

	
	④擁壁
	緑を活かした法面又は石積み
	25
	
	

	
	
	壁面の仕上げや緑化による自然になじむコンクリート擁壁
	25
	
	

	
	⑤自動販売機
	デザインの工夫
	25
	
	

	
	
	＜東口駅前線沿道及び西口駅前線沿道＞

壁面後退部分には設置を避ける
	25
	
	


◆チェックリスト（２／２）

	そ　の　他
	相談・協議
	構想・計画段階からの景観整備機構との相談・協議
	35
	
	

	
	デザインガイドライン
	デザインガイドラインの作成
	35
	
	

	
	壁面後退部分
	街並みを引き立てる色彩やデザイン
	36
	
	

	
	維持管理
	素材にあわせた適正な維持管理
	36
	
	

	
	更地の管理
	着手までの適正な管理
	37
	
	

	
	仮囲い
	安全管理，期待や親しみ与えるもの
	37
	
	


